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は じ め に

植物防疫法で は有用 な植物 を 害す る 病害虫 そ の も の の

輸入 を 禁止 し ， チ チ ュ ウ カ イ ミ パエ や タ バコぺ と 病菌等

世界的 に も 第一級の 病害虫 に つ い て は そ の発生地域で生

産 さ れた 寄主植物 の輸入 を 禁止 し て い る 。 こ れ ら 第一級
の病害虫 に 次 ぐ 重 要 な も の を 特定重要病害虫 と し て 指定

し ， 輸入検査 の 方法や識別法， 発見 し た場合の荷 口 の措

置等 を 定 め ， き め 細 か な検疫 を 実施 し て い る 。

近年 は船舶や航空機の 大型化， ス ピ ー ド 化や低温輸送

技術が進み， ま た ， 荷 口 の 大 き さ や 品 目 に よ っ て 海上コ

ン テ ナ ー や航空コ ン テ ナ ー が使用 さ れ る な ど そ の輸送方
法が多様化 し て き た。 こ れ ら の発展等 に 伴 っ て 鮮度の維
持が特 に 要求 さ れ る 切花や生野菜等 の輸入量が大幅 に伸
びて き て い る が ( 図 - 1�3) ， こ れ に 伴 い輸入検査 に お い

て ダニ ， ア ザ ミ ウ マ ， ア ブ ラ ム シ 等の い わ ゆ る 微小害虫

の発見頻度 も 高 く なって い る 。

微小害虫 は ， ①体が小 さ い た め肉眼で は 発見 し に く い

こ と ， ②植物体の わ ずか な隙間 で も 潜む こ と がで き 薬剤

に よ る 防除が困難で あ る こ と ， ③風 に 流 さ れて移動す る
こ と がで き る こ と ， ④吸汁 に よ る 傷が商品価値 を 著 し く
低下 さ せ る こ と ， ⑤ ウ イ ル ス 病等 を媒介す る 種類が多 い

こ と ， ⑥適 当 な施設内 で あ れ ば寒冷地で あ っ て も 繁殖 ・

越冬が可能で あ る こ と ， ⑦一世代 に 要す る 期聞が短 く 爆

発的 に増殖で き る こ と ， ⑧薬剤抵抗性の獲得が速 い こ と ，

等の特徴 を 有 し ， 農作物 の 被害及ぴ防除面か ら も 多 く の

問題点 を抱 え て い る 。

こ れ ら 微小害虫 を輸入植物検査で発見す る た め に ， 植

物防疫官個々 の努力 と 経験 を積み重ね る こ と に よ り 水際
での侵入阻止 を 図 っ て い る 。

し か し ， 現在世界各地か ら や っ て く る 微小害虫 を迅速

に ， か つ ， 的確 に 同定 す る 方法 は ， 十分 に は確立 さ れて
い な い状況 に あ り ， 微小害虫 の 同定技術の確立 は そ の 最

も 急 を 要 す る 課題のーっ と な っ て い る 。

こ の た め植物防疫所 で は ， 検疫現場 に お け る 発見頻度

の 高 い ダニ ， ア ザ ミ ウ マ ， ア ブ ラ ム シの三つ の グルー プ

を対象 に し て ， 1987 年か ら 調査 を 開始 し ， 文献 に よ り 各
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国での分布や寄主植物， 農作物の被害の有無や 防除状況，

分布拡大の状況， 生態等の把握 に つ と め て い る 。 ま た ，

全国の検疫現場で採集 さ れた 微小害虫 の標本 を横浜植物

防疫所へ集積 し ， 同定 を 行 っ た 上で， 地域別， 植物別 に

検疫現場で利用 で き る 簡易 同 定法 と ， 併せ て 短時間 に 検
鏡可能 な プ レ パ ラ ー ト 作成技術 を 開発， 確立す る こ と と

し て い る 。 こ れ ら の 成果 は植物防疫官 の 検疫資料 と し て

順次配布 さ れ， 水際での侵入阻止 に活用 さ れて い る 。

こ こ で は輸入植物検査 で発見 さ れ る こ れ ら 三 グ ル ー プ

の微小害虫 を 紹介す る 。 特 に 本邦未記録の微小害虫 に つ

い て ス ペ ー ス を 割 い た 。 植物検疫 を担当 す る 筆者 と し て

は， こ の よ う な害虫 の侵入阻止 に 今後 と も 努力 を 続 け た

い と 考 え て い る の で， 皆様方 の ご理解 と ご協力 を お願 い

し た い。

I 輸入植物か ら 発見さ れ た微小害虫

貨物 と し て輸入 さ れ る 植物類 は ， 携帯品 や郵便物 と 異

な り ， 大量で あ り 金額 も 大 き い。 輸入者 は事前 に 調査や

植物防疫所等 に 問 い合わ せ を行 っ て お り g 輸入禁止植物
を輸入す る よ う な こ と は ほ と ん ど な い。 す な わ ち ， 寄主

植物以外の植物類や容器包装類 に た ま た ま 付着 し て く る
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図-1 輸入栽植用植物・栽植用球恨の検査実績の推移

一一:栽徳用球狼， 一一一:栽植用縫物
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ヒ ッ チ ハ イ カ ー を 除 き ， 輸入禁止対象害虫 が貨物 と し て

輸入 さ れ る 植物か ら 発見 さ れ る こ と は ま ず な い。 し か し ，

特定重要害虫 に つ い て は ， 発見事例 は 多 く は な い が， 過
去 に 代表 的 な 事例 と し て キ ン ケ ク チ プト ゾ ウ ム シ が球
根 ・ 切花か ら ， フ ラ ーパ ラ ゾ ウ ム シ が苗木 ・ 切花か ら ，

ジ ュ ウ イ チ ホ シ ウ リハ ム シ が切花 ・ 野菜か ら ， ア メ リカ

コパ ネ ナ ガ カ メ ム シ が苗木類か ら 発見 さ れて い る (伊藤，

1990 ; 加藤， 1990 ; 唐沢， 1992) 。
植物の輸送方法の 多様化 と 輸入量の増大等 に よ り 発見

事例 の 増 え て い る 微小害虫 に つ い て は ， 調査 を 始 め た
1987 年以降輸入植物検査で発見 さ れ， 横浜植物防疫所 に
送付 さ れた標本が真崎 ( 1991 ) ， 早瀬 (1991 ) ， 杉本 ・ 北

川 ( 1991) にリス ト さ れて い る 。 そ れ ら に よ る と ， 食肉

性の も の も 含み， 種名 ま で判明 し た も の は ダニ類 35 種，
ア ザ ミ ウ マ 類 72 種， ア ブ ラ ム シ類 39 種で， こ の う ち 本

邦未記録種 は そ れぞれ 10 種， 49 種， 9 種 と な っ て い る 。

特 に ア ザ ミ ウ マ 類 で本邦未記録種 の 発見 が 目 立 つ て い
る 。

前述のリス ト か ら 輸入植物 の 主 な 用途別 に発見害虫 を
作表 し た。 栽植用植物 ・ 球根類か ら の発見種数が少 な い
が， こ れ ら 植物 は圃場に直接搬入 さ れ る こ と か ら 各国 と
も 輸出入検査 に は よ り 厳 し い対応 を 取 っ て い る 結果 と 見

る こ と がで き る 。

E 本邦未記録の微小害虫

表 は 発見リス ト で あ る と 同時に水際に お け る 侵入阻止

の 実績で も あ る 。 この 中 か ら 本邦未記録で発見頻度 も 高
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図-2輸入切花の検査実績の推移

く 特筆す べ き も の と し て は次 の も の が あ げ ら れ る 。

ダニ類
ηtranych附hydrangeae PRITCHARD and BAKER 

輸入検査で は メ キ シコ産及びア メ リカ 産 カ ボ チ ャ か ら

発見 さ れ る 。 体長 は 雄で は 0 . 45 mm内外， 雌 で は 0 . 55

mm内外。 体色 は赤色か ら 赤紫色。 第 I 脚付節基方の 二

重毛 は基方の通常毛 よ り 先端寄 り に あ り ， 二重毛聞 は 広

く 離れ な い。 雄成虫挿入器の 拡張部 は頚部 の約 2 倍で，

上端 は や や丸 く な る ， 後角 は 先端が鋭 く 尖 り ， 前角 は丸
い。 カ ン サ・ワ ハ ダニ に酷似 す る が， 本種の挿入器の 前 角

が丸い の に対 し ， カ ン ザ ワ ハ ダニ の そ れ は や や尖 る 。 分

布 は ア メ リカ ， メ キ シコ， タ イ 。 寄主植物 は イ ン ゲ ン ，
ネ ッ ト メ ロ ン ， イ チ ゴ， ア ジ サ イ ， ス ミ レ ， ブ ド ウ ， ノ f

パ イ ヤ 等。

Tetranychus turkestani (UG AROV and N1KOLSK1) 
輸入検査で は ア メ リカ 産 カ ボ チ ャ か ら 発見 さ れ る 。 体

長 は雄では 0 . 4 mm 内外， 雌で は 0 . 54 mm 内外。 第 I 脚
付節基方の 二重毛 は基方の通常毛 よ り 先端寄 り に あ り ，

二重毛聞 は 広 く 離れ な い。 雄成虫挿入器 の拡張部 は頚部

の約 2 倍で後方 は先端に向か い細 く な る ， 拡張部の上端

は緩や か な 角 を な す。 ナ ミ ハ ダニ と体色が似 て い る が，
本種雄の挿入器の拡張部 は 大 き し 明 ら か に 異 な る 。 分

布 は ア メ リカ ， ヨ ー ロ ッ パ， ロ シ ア ， 東 ア ジ ア。 寄主植
中O/J は イ チ ゴ， イ ン ゲ ン， ダ イ ズ， キ ュ ウ リ ， ナ ス ， カ ボ
チ ャ ， ニ ン ジ ン ， ラ ッ カ セ イ ， リ ン ゴ， モ モ ， ナ シ， レ
モ ン 等。
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図-3 輸入生果実 ・ 野菜 の検査実績の推移
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品 目 | ダ ニ 類

栽纏用植物・球根類 | リンゴハダニ， 伽ネダニ， ロビンネダニ

表-1 輸入植物 か ら 発見さ れた 微 小害虫 ( 1987�1990)

ア ザ ミ ウ マ 類

ミカンキイロアザミウマ， ユリクダアザミウマ

切花類 |同"ランヒメハダニ， ニセナミハダニ，

(切枝， 切葉を |カンザワハダニ， イシイハダニ，

含む。 ナミハダニ，・ ネダニ， ロビンネダニ，
ケナガコナダニ

アプ ラ ム シ 類

へピノポラズツトアプラムシ，'Siωbion luteum 

'Aeolo幼riþs brevicornお，シ7ア ザ ミ ウ マ，・Aeolo幼ゆ喧勿胸間ii， l' Aloゅhagus myersi， マメアブラムシ，Aphis 
・Cranothrips ravid附， 'Desmothrips propinquus， 'Desmothrips 1 /abae， ワタアプラムシ， ユキヤナギアプラム
tenuicornis，・Melan仇γips acefoscelis，・A悶tralo幼ゆ's bicolor，クロトン|シ， モモコフキアプラムシ， ト ウモロコシアプ
アザミウマ， 'Partheno幼rips dracaenae， アカオピアザミウ"，チャノキ|ラムシ， ハスクピレアプラムシ， ムギクピレア
イロ ア ザ ミ ウ "， 'Chiro幼阿弥抑伽伽悶， 'Li制的市cerealium， 1プラムシ， オカボノアカアプラムシ， ジャガイ

・Limothrips denticornis，・AnaPhothrips occidentalis， 'Apterothrips 1モヒゲナガアプラムシ， シクラメンコプアプラ
aþte瓜・Ceraωthゆs斤'ÌCÌ， 'Dichromothrips corbe必，ヒラズハナアザミ|ムシ， ムギワラギクオマルアプラムシ， ニンジ
ウ"，・Frankliniella in陥or， 'Frankliniella minuta， ミカンキイロアザ|ンフタオアプラムシ， チューリップネアプラム
ミウマ，・Frankliniella schultzei， カホンカハナアザミウマ，マメハナアザ|シ，チューリップヒゲナガアブラムシ，'Macrosi­
ミウ"，・M唱galurothriþs kellyan間， 'Megalurothゆ's U5Ì.抱似s，コスモス1Phum rosae，・MacrosiPhum stellariae，ワケギ
アザミウマ，・Odontothri帥lla andrewarthae，・Odo仰thri弥脚liloti，・|コプアプラムシ，・8ゐ居間の明balariae， カンゾ
F柏崎naþhothゆs achae似s， 'Synapωthrips gezinae，匂F加'Ptothrips 1ウコプアブラムシ，Myz附 ornatus，モモアカア
paradox描，オモトアザミウマ，'Thrips atra加，・Thゆ's a師tralis，'Thゆ's1プラムシ， ハッカイポアプラムシ， クロスジコ

β'orum， 'Thゆsβ鉱物仰お，ハナアザミウY，.�加がim矧fnis，・Thrips1 パネアブラムシ，パラミドリアブラムシ，'Sitobion 
major，・Thrips obscuralus， 'Thrips orientalis， ミナミキイロアザミウI luteum 
マ，Thrips pini， グラジオラスアザミウマ， ネギアザミウ"，・Thrips
間19atおsim凶， 'HaPlothrips angl回似5，・Haplothrips bitubercula似5，シナ

クダアザミウ"，・Haþloth悶ips jトvgga払 ・Haþlothrips vic.俗的咽sisU可

， Lasiosei:附b坤inosus， ハエダニ， ニセラーゴ|シ マ ア ザ ミ ウ マ，・Desmothrips tenuicornis，・Calio幼rips /05-1マメアプラムシ，Aphis /abae，ワタアプラムシ，
カプリダニ， ジュズコハリダニ， トゲオソイダIc創出， アカオピアザミウマ， チャノキイロアザミウ<，ヒゲプトア1・Aphお初併i，モモコフキアプラムシ，め'stero­
ニ， ヒトゲテングダニ， チピテングダニ， パイ|ザミウマ， ・Chirothrips mexicanus，・Limothゆ's an伊licornお， 1抑制ra seta巾e， トウモロコシアブラムシ， ム
ナップルヒメハダニ， ミカンハダニ， ニセナミ1'Limothrips ce問，alium，・Anaphoth巾's dubil倍， クサキイロアザ|ギクピレアプラムシ， オカボノアカアプラムシ，
ハ ダ ニ， 'Tetranychus gig05， 'Tetranychus 1ミウマ，・Apterothrips a'Pteris，・Ceratothrips /rici， ヒラズハナア|エン ドウヒゲナガアプラムシ， ジャガイモヒゲ
hydrangeae， カンザ ワ ハ ダ ニ， 'Tetranych陥|ザミウマ， ミカンキイロアザミウ<，・Frankliniella schultzei， カ|ナガアブラムシ， ダイコンアブラムシ， ゴボウ
lambi，・Tetranychus pacificω，・Tetranychω|ホンカハナアザミウマ， 'Megalurothrips 附ita似s，・Platythrips1クギケアプラムシ， ニンジンフタオアブラムシ，

trukestani， ナミハダニ， オウトウハダニ.チュ1 tunicatus，叩colothripsρallidus，イネアザミウマ，・Thrips angl括ー1'1);)脱ψhis aPi加lia， 'Dysa，ρhis cynarae， ニセ

ーリップサピダニ， ハモリダニ， アシナガツメ1 ticeps， ハナアザミウマ，マhゆ's im傾向，・Thrips脚dronii， ダイコンアプラムシ， チューリップヒゲナガア
ダニ， フトツメダニ， ウロコツメダニ， ウスゲいThrips major，クログハナアザミウマ，・Th巾's obscurat凶，ミナ|プラムシ，リ伽闘の明balariae， モモアカアプ
タカラダニ， ゴミコナダニ， カピゴミコナダニ，1ミキイロアザミウ<， ネギアザミウマ，・Nesothripsρropinquus， 1ラムシ，・N05onobia ri・bisnigri， ニンジンアプ

・ ネダニ，ロビンネダニ，'TyroPh勾us longior， 1・Haplothゆs 介'oggatti，・HaPlothriPs robustus， ・HaplothriPs1ラムシ， ゴボウヒゲナガアプラムシ
・乃roPh勾間oude胸nsi， ケナガコナダニ， サ|叩ri:ω， ・Leptoth坤's helio糊nes
ヤアシニクダニ

生果実 ・野菜類

注 :真崎 ( 1991 ) ，早瀬 (1991) ，杉本 ・北川 ( 1991) か ら 作表. a)・は本 邦未記録種. b)“は 日 本では栽培さ れている洋 ラ ンか ら1991 年 に 初 め て発見され た (江原・大久保 ， 1 992 ). 
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アザミウマ類
Frankliniel la schul tzei (TRYBOM) (図-4)
輸入検査 で は タ イ ・ フ ィ リ ピ ン産 の ア ス パ ラ ガ ス ， 南

ア フ リ カ 産の各種切花等か ら 頻繁 に 発見 さ れて い る 。 本

邦未記録の も の の 中 で は 発見回数の一番多 い種であ る 。
雌の体長 は 1 . 2�1 . 6 mm， 体色 は黄色~淡褐色， ま た は

暗褐色， 触角第 3 ・ 4 節 は基部が よ り 淡色， 前麹 は淡色。
単眼間刺毛が後方単眼聞 に 互 い に 接近 し て 生 じ る こ と ，

後胸 背楯板に は鐙状感覚器が な く ， 刻紋 は不規則な縦状

で と こ ろ ど こ ろ 交わ る こ と ， 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状

突起 は ほ と ん ど発達 し な い こ と ， に よ り 本邦既発生 の
Frankliniel la 属各種 と 区別で き る 。 分布 は ア フ リ カ ， ヨ

ー ロ ッ パ， ア ジ ア， ニ ュ ー ギ ニ ア， オ ー ス ト ラ リ ア， ハ

ワ イ ， 南 ・ 北 ア メ リ カ 等。 寄主植物 は モ ロ コ シ， ワ タ ，

タ マネギ， ト マ ト ， キ ク 科， マ メ 科 を は じ め花 き の あ ら

ゆ る 種類か ら 見 い だ さ れ る 。 ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス を
媒介す る こ と が知 ら れて い る 。

Thri þs i maginis BAG NAL 

輸入検査で は オ ー ス ト ラ リ ア産 の ア ス パ ラ ガ ス や切花
類か ら よ く 発見 さ れ る 。 体長 は雌で は 1 . 06� 1 . 32 mm， 

雄では 0 . 9�1 . 9 mm。 体色 は 黄褐色，触角 は第 2�7節が

褐色で第 3 節の基半分は淡色。 後胸 背楯板 に 鐘状感覚器

が あ り ， 刻紋 は や や縦長の網 目 模様。 腹部第 2 背板側縁

刺毛 は 3 本，第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は 中央で消失 し，

第 9 背板の 鐘状感覚器 は 2 対， 第 3�7 腹板 に は 20�30

本の副刺毛 を 持 つ 。 分布 は オ ー ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー
ラ ン ド 。 寄主植物 は各種花 き 類， ペ リ ー類， ワ タ ， リ ン

ゴ等。
Thri þs obscura tus (CRAWF ORD) 
輸入検査 で は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 産切花か ら 発見 さ れて

い る 。体長 は雌では 1 . 5�1 . 9 mm，雄で は 1 . 0�1 . 2 mm。

体色 は変異が大 き く ， 淡色~暗褐色， 前麹 は基部が淡色

で残 り の部分 は暗色。 後胸 背楯板に 錆状感覚器が あ り ，
刻紋 は狭い縦状。 前麹前脈の刺毛列 は中央で途切れ る こ
と な く 先端 ま で続 く 。 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は，
ほ ぽ完全な形の も の か ら 不 ぞ ろ い に な る も の ま で変異が
あ る 。 第 9 背板の鍾状感覚器 は 2 対。 腹板に は副刺毛が
あ る 。 分布 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 。 寄主植物 は ト ウ モ ロ コ
シ， カ プ， ト ケイ ソ ウ ， ア ル フ ア ル フ ァ 等 を は じ め， あ

ら ゆ る 植物の花や薬上か ら 見 い だ さ れ る 。
Thri þs aus tralis (BAG NALL) 
輸入検査 で は オ ー ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， ア

メ リカ ， 南ア フ リ カ 産の各種切花か ら 発見 さ れ て い る 。

体長 は雌では約 15 mm。 体色 は 黄色で， 腹部背板中央

部 と 第 8�10節 は 暗色。 後胸 背楯板 に鐙状感覚器が あ り ，

刻紋 は 明瞭な網 目状。 前麹前脈の刺毛列 は， ほ ぽ完全 に

麹端 ま で続 く 。 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は 中央で
消 失 す る 。 腹部側 背板 に 6�10 本 の 副刺毛 を 持 つ 。 第

3�7 腹板に は通常約 20 本 の副刺毛 を 持 つ 。 分布 は オ ー
ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， タ ス マ ニ ア， ハ ワ イ ，

南 ・ 北 ア メ リ カ ， ア フ リ カ ， ス ペ イ ン， ト ル コ 等。 寄主

植物 は ア カ シ ア， ユ ー カ リ ， パ ラ ， ダ リ ア， オ レ ン ジ，

プ ラ ッ ク ペ リ ー 等。 本種 は オ ー ス ト ラ リ ア か ら 温暖な

国々 へ分布 を 広 げた も の で あ る (PALMER， ]. H.， 1992) 。

か つ てIs 抑制roth ゆg属 と し て 取 り 扱 わ れ た こ と が あ
る 。 日 本 も そ の分布地域 と す る こ と が あ る が， そ の記録

は古い も の で あ り ， 産地の 明示 も な い こ と か ら ， 台湾あ
る い は南方諸島 の標本で は な い か と 思わ れ る 。 そ の後我

が国での採集記録 は な い よ う で あ る 。
アブラムシ類
砂s ゅhis ゅi ifol ia (TIIEOBALD) 
輸入検査で は ア メ リ カ 産 セ ロ リ ， イ タ リ ア 産 ウ イ キ ョ

ウ か ら 発見 さ れて い る 。

無趨胎生雌虫 の 体長 は 1 . 4�2 . 6 mm。 体色 は 黄 灰 色

~緑灰色でわ ずか に白粉 を装 う 。 頭部前縁 は直線状 ま た

図- 4 Frankliniella schultzei雌成虫(植物防疫所原図)

1 : 全形 ， 2:腹部第7�10背板
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は浅 いW字状。 頭部背面の刺毛 は 短 い 。 触角 は体長 よ り
短い。 腹部第 8 背板中央付近 に 乳頭状突起 を有す る 。 角
状管 は そ の基部幅の 2. 5�3 . 5 倍の長 さ であ る 。 分布 は ヨ
ー ロ ツノ\， 中東， 中央ア ジ ア， ア フ リ カ ， オ ー ス ト ラ リ
ア， 南 ・ 北 ア メ リ カ 。 寄主植物 は サ ン ザ シ， セ リ 科の各
種であ る 。

Sitobion luteum (BUCKTON) 
輸入検査 で は 台湾産 の ラ ン か ら 発見 さ れて い る 。
無麹胎生雌虫 の体長 は 1 . 3�2 . 4 mm。 体色 は 淡黄緑色

~明緑色で， 体背面 に 黒色斑 を 有す る 。 触角 は基部 を 除
い て 黒色。 角状管 も 黒色で， そ の 先端部 は 網 目状。 尾片
に 6�8 本の刺毛 を 備 え る 。 分布 は ア フ リ カ を 除 く 熱帯 ・

亜熱帯地域， ヨ ー ロ ツ パ， ア メ リ カ 。 寄主植物 は ラ ン科

であ る 。

Nasonov ia ribisnigri (MOSLEY) 
輸入検査 で は ヨ ー ロ ツパ か ら の チ シ ャ ， チ コ リ か ら 発

見 さ れて い る 。
無麹胎生雌虫 の体長 は 1. 3�2 . 7 mmo体色 は淡黄緑色

~緑色， 角状管 は暗緑色~黒色， 腹部節聞 は対 に な っ て
暗色化す る 。 頭部前縁 は凹状。 触角は体長 と ほぼ同長か

そ れ以上。 BLACKMAN and EASTOP ( 1984) に よ る と 分布 は

ヨ ー ロ ツパ， 南 ・ 北 ア メ リ カ ， 寄主植物 は ス グ リ 属， キ

ク 科， ゴ マ ノ ハグサ科， ナス 科 と な っ て い る 。

お わ り に

微小害虫の 中 に は世界的 に ま だ未記載種の 多 いグルー
プ も あ り ，地域 に よ っ て は情報 を 入手 し に く い面 も あ る 。

主な次号予告

次 4 月号は， 下記原稿 を掲載す る 予定です。

平成 5 年度の植物防疫関係事業の進め 方 に つ い て

大川 義清
植物防疫研究課題の概要 宮下 清貴
植物葉面 に お け る 農薬 の 移行 と 界面活性剤 の作用

渡部忠一 ・ 山 口 勇
アズキ 落葉病の生態 と 防除 小林 喜六
マ ルハ ナパ チ に よ る ト マ ト の花粉媒介 松浦 誠
キ ウ イ フ ルー ツ 花腐細菌病 に 対す る 耕種的防除

梶谷 裕二
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ま た ， 他の 害虫類 と 比べ て も 研究 の遅 れて い る 分野であ
り ， 世界各地 の微小害虫 の 全容 を掴む こ と は 困難な状況
に あ る 。 し か し， 植物類の輸入 は そ れ を待つて はくれな

い 。 消費者ニ ー ズに よ り ， 品 目 も ，仕出 し 国 も 多様化 し，

そ れ に 付着 し て く る 害虫 も 新顔が増 え て い る 。 そ の 中 で

微小害虫 も わ が国への侵入の機会 を 繰 り 返 し う かが っ て

お り ， 特 に輸入検査での発見頻度の 高 い も の は， 注意が

必要であ る 。 今回紹介 し た 諸種が そ の 最右翼 と い え よ う 。

植物防疫所では微小害虫の検出， 識別， 侵入阻止 の た
・め の精密検定体制 の整備 を 図 り ， よ り 的確な検疫 を 進 め
る べ く 努力 を 続 け て い る 。 今後 と も 関係者 と の 密接 な連
携 を と り ， 害虫の侵入 防止 に 万全 を期 し て い き た い と 考
え て い る の で， な お一層 の ご理解 と ご協力 を お願 い す る

次第であ る 。
Thri þs au strali sの 日 本分布 の 可否 に つ い て ご教示 しコ

た だ い た 東京農業大学問島秀治博士 に 厚 く お礼申 し 上げ
る 。
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